
日
本
漢
音
に
お
け
る
軽
声
の
消
滅
に
つ
い
て

－
　
漢
籍
を
資
料
と
し
て
　
ー

目
　
次

一
、
本
稿
の
目
的

二
、
軽
声
点
が
無
く
な
る
時
期

1
．
漢
籍
訓
点
資
料

2
．
漢
籍
字
音
直
読
資
料
－
　
『
蒙
求
』
　
－

三
、
調
値
変
化
と
変
化
の
理
由

1
．
入
声
軽
の
場
合

2
．
平
声
軽
の
場
合

四
、
軽
声
の
消
滅
理
由

1
．
漢
音
声
調
の
特
殊
性

2
．
漢
字
の
声
調
を
維
持
で
き
た
理
由

3
．
軽
声
の
消
滅
理
由

五
、
軽
声
消
滅
後
の
四
声
体
系
と
『
康
韻
』
声
調
・
清
濁
と
の
対
応
関
係

六
、
軽
声
点
の
消
滅
が
意
味
す
る
も
の

日
本
漢
音
に
お
け
る
軽
声
の
消
滅
に
つ
い
て

五

佐
　
々
　
木

勇



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

七
、
む
す
び

付
、
声
点
加
点
の
衰
退

六

一
、
本
稿
の
目
的

日
本
漢
音
の
声
調
は
、
平
安
時
代
か
ら
、
主
に
訓
点
資
料
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
、
日
本
漢
音
の
声
調

（1）

体
系
は
、
六
声
体
系
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
の
状
態
は
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
。

た
だ
し
、
時
代
が
降
る
と
と
も
に
、
軽
重
（
平
声
軽
と
平
声
、
入
声
軽
と
入
声
）
の
加
点
が
平
安
時
代
の
区
別
の
基
準
を
は
ず
れ
る
も
の
が
多

（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

く
な
る
。
そ
し
て
、
室
町
時
代
以
降
の
漢
籍
声
点
加
点
資
料
で
は
、
軽
声
点
を
一
切
加
点
し
な
い
も
の
が
大
部
分
と
な
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
日
本
漢
音
に
お
け
る
軽
声
の
消
滅
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
調
査
し
た
い
。

1
．
軽
声
点
が
見
ら
れ
な
く
な
る
の
は
い
つ
か
。

2
．
平
声
・
入
声
の
軽
重
の
調
値
は
ど
う
な
っ
た
の
か
。

3
．
軽
声
が
消
滅
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

4
．
そ
の
結
果
で
き
た
四
声
体
系
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

（4）

本
稿
で
は
、
加
点
年
代
が
明
ら
か
な
資
料
が
多
く
残
存
し
て
い
る
漢
寮
の
訓
点
資
料
の
実
態
を
見
て
み
た
い
。

二
、
軽
声
点
が
無
く
な
る
時
期

1
．
漢
籍
訓
点
資
料

鎌
倉
時
代
前
半
ま
で
の
漢
籍
訓
点
資
料
は
六
声
体
系
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
こ
と
に

す
る
。
鎌
倉
時
代
後
半
以
降
の
漢
籍
訓
点
資
料
を
管
見
の
範
囲
で
調
査
し
て
み
た
の
が
、
後
掲
の
「
一
覧
表
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
加
点
年



（5）

の
判
明
す
る
資
料
を
中
心
に
調
査
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
一
覧
表
」
か
ら
、
大
き
な
流
れ
と
し
て
、
時
代
が
降
る
と
六
声
体
系
か
ら
四
声
体
系
へ
移
行
す
る
こ
と
が
確
認
．
で
き
る
。
南
北
朝
期
の

前
半
ま
で
は
原
則
と
し
て
六
声
体
系
で
あ
り
、
南
北
朝
期
の
後
半
か
ら
四
声
体
系
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

南
北
朝
期
の
後
半
以
後
の
六
声
体
系
の
資
料
は
、
例
外
的
で
あ
る
。
室
町
時
代
で
六
声
で
あ
る
讐
古
文
孝
経
』
一
五
三
七
年
点
は
鎌
倉

末
期
点
の
転
写
本
で
あ
る
。
ま
た
、
用
『
論
語
』
江
戸
初
期
点
の
声
点
は
、
巻
頭
に
わ
ず
か
に
加
点
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
資
料

は
、
4
6
建
武
本
『
論
語
』
と
の
校
合
の
注
が
あ
り
、
六
声
は
底
本
の
名
残
と
考
え
ら
れ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
度
の
調
査
の
範
囲
で
、
軽
声
点
が
加
点
さ
れ
な
く
な
る
の
は
、
6
4
書
陵
部
蔵
『
老
子
経
』
至
徳
三
年
（
三
八
六
）
点
か
ら

（6）

と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
加
点
年
を
確
定
で
き
ず
南
北
朝
讐
州
と
し
た
資
料
の
う
ち
六
声
の
も
の
は
、
南
北
朝
の
前
半
の
加
点
で
は
な
い
か
と
逆

に
推
測
可
能
で
あ
ろ
う
。

2
．
漢
籍
字
音
直
読
資
料
1
『
衰
求
』
　
－

漢
籍
字
音
直
読
資
料
と
し
て
、
『
蒙
求
』
を
と
り
あ
げ
る
。
『
蒙
求
』
に
つ
い
て
は
、
声
点
加
点
の
比
較
的
多
い
資
料
の
声
調
表
を
「
『
蒙
求
』

に
お
け
る
日
本
漢
音
声
調
の
伝
承
と
衰
退
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
九
十
九
輯
、
二
九
九
七
年
三
月
）
に
掲
げ
て
い
る
の
で
、
参
照
願
い
た

ゝ

　

0

－
＞

次
に
、
鎌
倉
時
代
以
降
の
主
な
資
料
を
加
点
の
古
い
も
の
か
ら
順
に
並
べ
、
六
声
・
四
声
の
別
の
み
を
記
す
。

六
声
体
系
　
a
東
洋
文
庫
蔵
鎌
倉
後
期
点

六
声
体
系
　
b
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
道
順
点
一
三
二
〇
年
頃
点

六
声
体
系
　
C
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
康
永
四
年
（
三
四
五
）
点

日
本
漢
音
に
お
け
る
軽
芦
の
消
滅
に
つ
い
て

七



六
声
体
系

六
声
体
系

六
声
体
系

四
声
体
系

四
声
体
系

声
点
無
し

声
点
無
し

『
蒙
求
』
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l
＼

′
ノ

d
真
福
寺
蔵
南
北
朝
期
点

e
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
頃
点

f
国
立
国
会
図
書
館
蔵
一
四
〇
〇
年
頃
点

g
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
延
徳
二
年
二
四
九
〇
）
点

h
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
大
永
四
年
（
一
五
二
四
）
点

…
国
立
国
会
図
書
館
蔵
一
五
二
五
年
点

1
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
一
五
三
七
年
点

で
は
、
南
北
朝
期
に
軽
声
の
加
点
が
少
な
く
な
り
、
室
町
時
代
に
入
る
と
四
声
体
系
が
二
堰
的
と
な
っ
て
、
つ
い
に
声
点
加
点

自
体
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
六
声
体
系
と
四
声
体
系
と
の
境
目
に
資
料
が
不
足
し
て
お
り
、
明
確
な
線
が
引
け
な
い
が
、
漢
籍
訓
点
資
料
の

（7）

結
果
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。

右
の
A
．
漢
籍
訓
点
資
料
、
B
．
漢
籍
字
音
直
読
資
料
の
検
討
に
よ
っ
て
、
漢
籍
に
お
い
て
は
、
南
北
朝
期
の
前
半
ま
で
軽
声
点
が
加
点

さ
れ
、
南
北
朝
期
の
後
半
か
ら
軽
声
点
が
無
く
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

三
、
調
値
変
化
と
変
化
の
理
由

軽
重
の
声
点
の
区
別
が
無
く
な
る
背
景
に
は
、
調
値
の
変
化
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
入
声
軽
・
平
声
軽
の
調
値
が
ど
の
よ

ぅ
に
変
化
し
た
の
か
を
見
る
と
と
も
に
、
そ
の
理
由
を
考
え
た
い
。

粕
谷
嘉
弘
「
図
書
寮
本
文
鏡
秘
府
論
の
字
音
声
点
」
（
「
国
語
学
」
第
六
二
韓
、
「
九
六
五
年
六
月
）
は
、
訓
点
資
料
五
点
（
『
史
記
』
孝
文
本
紀

延
久
五
年
〈
一
〇
七
三
〉
点
・
『
自
民
文
集
』
巻
第
三
・
四
天
永
四
年
〈
＝
】
三
〉
点
・
『
文
鏡
秘
府
論
』
保
延
四
年
八
二
三
八
）
点
・
『
春
秋
経
伝



集
解
』
保
延
五
年
八
二
三
九
）
点
・
『
遊
仙
窟
』
康
永
三
年
〈
一
三
四
四
〉
写
点
）
を
比
較
し
、
軽
声
に
つ
い
て
次
の
指
摘
を
し
て
い
る
（
要
約
し

て
記
す
）
。

1
．
入
声
軽
と
入
声
と
が
混
同
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

（
十
一
世
紀
後
半
に
は
見
ら
れ
、
・
十
二
世
紀
中
葉
に
は
、
両
声
は
全
く
混
同
し
た
。
）

2
．
平
声
軽
が
平
声
に
発
音
さ
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

（
十
一
世
紀
後
半
に
は
見
ら
れ
、
十
四
世
紀
初
頭
に
は
、
両
声
は
全
く
混
同
し
た
。
）

声
点
加
点
の
実
態
か
ら
、
入
声
の
軽
重
の
方
が
平
声
の
軽
重
よ
り
も
早
く
混
同
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
入
声
軽
と
平
声
軽
と
を
分
け
て
考
え
た
い
。

1
．
入
声
軽
の
場
合

（9）

入
声
軽
は
高
平
調
大
破
音
で
あ
り
、
入
声
重
は
低
平
調
大
破
音
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
現
在
の
定
説
で
あ
る
。

こ
の
入
声
軽
と
入
声
重
と
は
、
右
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
十
二
世
紀
半
ば
に
は
混
同
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

『
蒙
求
』
字
音
点
に
お
い
て
も
、
平
安
中
期
点
で
す
で
に
規
則
の
例
外
が
多
く
、
中
華
民
国
国
立
故
官
博
物
院
蔵
本
十
二
世
紀
後
半
点
で

（10）

は
、
軽
重
が
区
別
さ
れ
て
い
た
も
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、
か
つ
て
の
規
則
に
合
わ
な
い
例
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
調
値
の
変
化
が
推
測
さ
れ
る
。
事
実
、
調
値
を
示
す
節
博
士
の
分

析
か
ら
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
入
声
の
軽
重
は
調
値
上
の
区
別
が
無
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
；
と
な
っ
た
調
値
は
、

、〓．、

か
つ
て
の
入
声
軽
（
高
平
調
大
破
音
）
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
入
声
軽
の
調
値
は
変
わ
ら
ず
、
入
声
重
に
属
し
て
い
た
漢
字
の
調
値
が
入
声
軽
と
同
じ
高
平
調
大
破
音
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

日
本
漢
音
に
お
け
る
軽
声
の
消
滅
に
つ
い
て

九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

入
声
の
う
ち
入
声
重
と
な
る
の
は
、
全
濁
声
母
字
の
み
で
、
少
数
で
あ
っ
た
の
で
、
全
体
数
が
多
い
入
声
軽
の
調
値
に
統
合
さ
れ
た
も
の

（12）

と
思
わ
れ
る
。
漢
籍
訓
点
資
料
の
中
に
、
全
濁
声
母
字
に
お
い
て
も
入
声
軽
点
が
入
声
重
点
よ
り
多
い
資
料
が
あ
る
の
も
、
調
値
が
入
声
軽

に
統
一
さ
れ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
入
声
に
お
け
る
軽
重
の
調
値
の
区
別
が
失
わ
れ
て
か
ら
は
、
大
部
分
の
入
声
字
に
か
つ
て
の
入
声
重
点
（
漢
字
の
右
下
）
を
加
点

す
る
資
料
の
方
が
多
い
。
こ
れ
は
、
加
点
位
置
の
体
系
と
し
て
、
漢
字
の
四
隅
の
；
で
あ
る
右
下
が
選
ば
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

2
．
平
声
軽
の
場
合

一
方
、
平
声
軽
は
、
時
代
と
と
も
に
減
少
し
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
は
か
つ
て
の
平
声
軽
字
に
平
声
重
点
が
加
点
さ
れ
る
例
の
方
が
多
く
な

る
（
『
蒙
求
』
一
三
二
〇
年
頃
点
、
醍
醐
寺
本
『
遊
仙
窟
』
　
二
二
四
四
年
点
な
ど
）
。

平
声
の
場
合
は
、
ど
の
資
料
も
一
様
に
、
平
声
軽
が
平
声
重
に
変
わ
っ
た
例
が
多
数
を
占
め
、
か
つ
て
の
平
声
重
字
に
平
声
軽
点
を
加
点

（13）

し
た
例
は
例
外
的
で
あ
る
。
こ
の
変
化
は
、
一
方
向
に
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
平
声
軽
（
下
降
調
）
に
所
属
し
て
い
た
漢
字
の
調
値
が
、
平
声
重
の
調
値
（
低
平
調
）
に
変
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
、
な
ぜ
、
平
声
重
の
調
値
に
統
合
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
平
声
の
場
合
は
、
平
声
軽
と
平
声
重
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
統
合
前
の
漠
字

数
は
、
入
声
の
場
合
と
違
っ
て
、
大
差
が
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
、
調
値
の
体
系
の
問
題
と
し
て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

仮
に
、
平
声
重
が
消
滅
し
て
、
平
声
軽
に
統
合
さ
れ
た
と
す
る
と
、
下
降
調
（
平
声
軽
）
・
高
平
調
（
上
声
）
・
上
昇
調
（
去
声
）
・
大
破
音
（
入

声
）
と
い
う
体
系
に
な
る
。
こ
れ
は
、
低
平
調
を
欠
き
、
当
時
の
和
語
・
呉
音
と
比
べ
て
不
自
然
な
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
呉
音
と
同
じ
、

低
平
調
（
平
声
重
）
・
高
平
調
（
上
声
）
・
上
昇
調
（
去
声
）
・
大
破
音
（
入
声
）
と
い
う
体
系
に
落
ち
着
こ
う
と
し
て
、
平
声
軽
（
下
降
調
）
で
は

な
く
、
平
声
重
（
低
平
調
）
が
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



四
、
軽
声
の
消
滅
理
由

1
．
漢
音
声
調
の
特
殊
性

軽
声
を
無
く
し
た
漢
音
声
調
は
、
呉
音
と
同
じ
四
声
体
系
と
な
っ
た
が
、
そ
の
内
容
は
呉
音
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
。
漢
音
に
は
、
去
声

（14）

が
上
声
に
変
化
す
る
と
い
う
声
調
変
化
が
無
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
呉
音
に
生
じ
た
次
の
変
化
が
、
漢
音
に

は
見
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

①
上
声
・
去
声
に
続
く
時
、
去
声
が
上
声
に
な
る
。

②
一
音
節
字
は
、
去
声
か
ら
上
声
に
な
る
。

左
に
、
こ
れ
ら
が
漢
音
に
は
無
か
っ
た
も
の
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

①
の
連
音
上
の
声
調
変
化
が
漢
音
に
も
生
じ
た
な
ら
ば
、
各
漢
字
の
声
調
を
整
理
し
た
表
は
、
『
豊
』
と
大
き
く
ず
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

（15）

し
鍔
鏑
絹
紺
鏑
、
離
純
絹
鮮
『
論
語
』
正
和
四
年
（
一
三
豆
）
点
よ
り
、
若
干
挙
げ
る
（
声
点
以

外
の
注
は
省
略
す
る
）
。

子
（
上
）
夏
（
去
）
（
一
6
7
）
　
子
（
上
）
貢
（
去
）
（
一
撃
　
順
（
去
）
－
帝
（
去
）
（
一
翼
　
太
（
去
）
－
守
（
去
）
（
一
望

よ
っ
て
、
①
が
漢
音
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
、
②
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

呉
音
に
お
け
る
嘉
即
去
声
字
の
上
声
化
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
に
は
ほ
ぼ
完
了
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
鎌
倉
時
代
中
期
の

漢
音
資
料
の
代
表
と
し
て
、
金
沢
文
庫
本
『
誓
治
要
』
経
部
一
二
五
三
1
二
五
七
年
点
の
声
点
を
、
各
声
調
ご
と
に
妄
節
・
二
音
節

（17）

に
分
け
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

日
本
漢
音
に
お
け
る
軽
声
の
消
滅
に
つ
い
て

一
一



表

鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

節音ー 節音二 計

平 542 146 688

軽平 52 322 842

上 141 972 024

去 792 957 6501

軽入 63 821 461

入 87 402 282

計 228 4322 6503

右
の
表
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
二
首
節
の
去
声
字
は
、
〓
首
節
字
全
体
の
中
で
、
決
し
て
少
な
く
な
い
。

し
か
し
、
あ
る
い
は
、
漢
音
に
お
い
て
は
、
呉
音
よ
。
も
こ
の
変
化
が
遅
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
四
声
体
系
の
初
期
の
資

料
と
目
さ
れ
る
書
陵
部
蔵
『
老
子
』
二
二
八
六
年
点
の
声
占
首
同
様
に
処
理
す
る
と
、
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

節音】 節音二 計

平 101 881 982

軽平 0 0 0

上 26 26 421

去 08 452 433

軽入 0 0 0

入 64 831 481

計 892 246 139



こ
の
時
点
で
も
、
〓
音
節
の
去
声
字
は
、
無
く
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

さ
ら
に
、
声
点
加
点
が
見
ら
れ
な
く
な
る
直
前
の
清
原
宣
賢
加
点
『
毛
詩
』
一
五
二
二
年
点
を
見
る
。
結
果
は
、
左
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

節音一 節音二 計

平 45 851 212

軽平 0 0 0

上 56 05 511

去 89 951 752

軽入 0 0 0

入 91 64 56

計 632 314 946

や
は
り
、
二
音
節
去
声
字
は
、
少
な
く
な
い
。

（19）

よ
っ
て
、
日
本
漢
音
に
お
い
て
は
、
②
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
は
、
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

右
の
考
察
か
ら
、
漢
音
に
お
い
て
は
、
呉
音
に
見
ら
れ
た
①
②
の
声
調
変
化
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
こ
で
問
題
に
し
た
呉
音
の
声
調
変
化
①
②
は
、
和
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
変
化
の
影
響
を
被
っ
た
和
化
事
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

①
は
、
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
中
低
型
を
避
け
た
た
め
の
現
象
で
あ
る
。
漢
音
の
場
合
、
平
声
軽
の
後
に
平
声
軽
・
上
声
・
去
声
が
続
い
た
と

き
に
も
中
低
型
が
実
現
す
る
が
、
こ
れ
ら
も
避
け
ら
れ
て
い
な
い
。
具
体
例
を
先
と
同
じ
く
、
東
洋
文
庫
蔵
『
論
語
』
正
和
四
年
（
三
＝
五
）

点
よ
り
挙
げ
る
（
声
点
以
外
の
注
は
省
略
す
る
）
。

篇
（
平
軽
）
土
早
（
平
軽
〉
（
一
望
　
暫
（
平
蛭
γ
1
古
（
上
）
（
一
2
4
）
　
章
（
平
軽
千
句
（
去
）
（
一
2
0
）

（20）

さ
ら
に
、
和
語
で
は
、
③
二
音
節
の
平
声
軽
が
上
声
に
な
る
と
い
う
変
化
が
生
じ
た
が
、
漢
音
で
は
、
先
に
見
た
と
お
り
、
平
声
軽
は
上

日
本
漢
音
に
お
け
る
軽
声
の
消
滅
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

声
に
は
な
ら
ず
、
平
声
重
に
変
化
し
て
い
る
。

右
の
ご
と
く
、
漢
音
声
調
は
和
語
・
呉
音
の
声
調
と
異
な
る
点
が
多
い
。
よ
っ
て
、
漢
音
に
お
い
て
軽
声
が
無
く
な
る
原
因
を
、
和
化
事

象
と
考
え
る
こ
と
に
は
、
躊
躇
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
漢
音
に
お
い
て
は
、
な
ぜ
、
右
の
①
②
の
声
調
変
化
が
及
ば
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、
漢
音
に
は
、
③
が
生
じ
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

こ
れ
ら
の
疑
問
は
、
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
一
語
中
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
谷
が
、
な
ぜ
許
さ
れ
た
の
か
。

②
三
日
節
去
声
字
が
、
な
ぜ
去
声
の
ま
ま
で
い
ら
れ
た
の
か
。

③
平
声
軽
が
上
声
に
な
ら
ず
、
な
ぜ
平
声
重
に
な
っ
た
の
か
。

要
す
る
に
、
漢
音
声
調
の
特
殊
性
は
、
本
来
の
単
字
声
調
を
維
持
し
た
こ
と
、
ま
た
、
平
声
軽
を
平
声
の
範
疇
で
捉
え
た
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
〈
単
語
〉
と
し
て
日
本
語
の
自
然
な
ア
ク
セ
ン
ト
に
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
（
漢
字
）
本
来
の
声
調
を
維
持
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。2

．
漢
字
の
声
調
を
維
持
で
き
た
理
由

日
本
漢
音
は
、
中
国
原
音
を
伝
え
た
も
の
の
上
に
韻
書
や
字
書
か
ら
の
学
習
音
が
か
ぶ
さ
っ
た
も
の
を
、
当
該
漢
籍
の
読
み
と
し
て
、
伝

V卿血

え
て
き
た
歴
史
が
あ
っ
た
。

漢
籍
訓
点
資
料
に
は
、
時
代
と
と
も
に
例
数
は
減
少
す
る
も
の
の
、
反
切
の
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
子
に
二
つ
の
声
点
を
加

点
し
た
例
が
あ
り
、
そ
の
両
点
と
も
『
磨
韻
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
声
調
と
一
致
す
る
場
合
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
ど
ち
ら
か
に
合
点
を

加
点
し
た
例
も
あ
る
。

和
語
・
呉
音
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
ず
、
（
漢
字
）
の
声
調
を
維
持
で
き
た
の
は
、
こ
の
伝
承
の
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ



た
と
考
え
ら
れ
る
。

入
声
に
お
け
る
軽
重
の
区
別
も
、
原
音
に
忠
実
に
あ
ろ
う
と
つ
と
め
た
漢
音
で
あ
れ
ば
こ
そ
で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
上
声
全
濁
字
が
去

声
に
移
行
し
た
声
調
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
伝
承
漢
音
を
忠
実
に
伝
え
よ
う
と
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
二
音
節
去
声
が
残
っ

た
の
も
、
こ
の
力
に
依
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

〓
ぺ
一
音
節
去
声
が
残
っ
た
要
因
に
は
、
韻
書
や
字
書
か
ら
の
学
習
も
考
え
ら
れ
る
。
平
声
軽
が
上
声
に
変
化
せ
ず
平
声
重
に
な
る
の

も
、
漠
字
音
に
お
い
て
は
、
平
声
軽
は
平
声
に
属
す
る
と
い
う
認
識
が
、
韻
書
の
学
習
を
通
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
は
な
い
だ

（22）

ろ
う
か
。
平
声
軽
は
、
平
声
重
と
同
じ
く
平
声
の
範
疇
で
捉
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
漢
詩
作
製
の
必
要
上
か
ら
、
『
切
韻
』
系
韻
書
に
基
づ
く
韻
書
・
字
書
が
我
が
国
で
作
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
る
学
習
が
盛
ん
で
あ
っ
て
、

（23）

当
該
字
の
（
四
声
）
を
意
識
す
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ
と
も
、
こ
れ
を
助
け
た
の
で
あ
ろ
う
。

3
．
軽
声
の
消
滅
理
由

a
．
平
声
軽
の
場
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

和
語
に
お
け
る
平
声
軽
音
節
の
減
少
は
、
院
政
時
代
に
始
ま
る
。
ま
た
、
和
語
・
呉
音
に
お
け
る
二
音
節
去
声
の
減
少
も
院
政
時
代
に
始

（25）

ま
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
日
本
語
に
お
い
て
、
長
音
が
音
韻
と
し
て
独
立
し
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
、

長
め
に
発
音
し
て
曲
調
音
節
を
実
現
し
て
い
た
も
の
が
、
長
音
が
音
韻
と
し
て
独
立
し
た
た
め
に
、
そ
れ
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
長
音
の
音
韻
と
し
て
の
独
立
は
、
漢
音
の
平
声
軽
の
発
音
に
も
及
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
二
音
節
字
と
二
音
節
字
と
を
分

け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

漢
音
で
は
、
二
音
節
字
と
し
て
受
容
し
た
漢
字
よ
。
も
二
音
節
字
と
し
て
受
容
し
た
漢
字
の
方
が
多
い
。
比
較
的
古
い
時
代
の
一
実
態
と

日
本
漢
音
に
お
け
る
軽
声
の
消
滅
に
つ
い
て



鎌
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

し
て
、
『
蒙
求
』
平
安
中
期
点
を
見
る
と
、
平
声
軽
に
お
け
る
一
音
節
字
対
二
音
節
字
の
数
は
、
一
対
四
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
初
期
の
漢

音
資
料
に
お
け
る
割
合
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
時
代
が
降
る
と
、
平
声
軽
に
お
け
る
三
日
節
字
の
割
合
が
低
く
な
る
。

『
蒙
求
』
諸
本
に
お
け
る
平
声
軽
字
を
日
本
漢
音
の
音
節
数
に
よ
っ
て
分
け
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

三
日
節
　
二
音
節

敢
宮
博
物
院
蔵
院
十
二
世
紀
後
半
点
　
　
1
4

東
洋
文
庫
蔵
鎌
倉
後
期
点
　
　
　
　
　
　
1
9

天
理
図
書
館
蔵
二
二
二
〇
年
頃
点
　
　
　
1
0

天
理
図
書
館
蔵
二
二
四
五
年
点
　
　
　
　
3
4

東
福
寺
蔵
南
北
朝
期
点
　
　
　
　
　
　
　
　
3

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
三
一
七
四
年
頃
点
　
　
9

99．
・
－

ハ
h
U

0
－

15り
J
り
ー

1278

シ

ヰ

　

　

　

シ

イ

　

　

　

シ

イ

こ
の
現
象
は
、
東
洋
文
庫
蔵
鎌
倉
後
期
点
で
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
資
料
で
、
二
音
節
平
声
軽
に
数
え
た
中
に
は
、
「
司
（
平
瞳
）
・
詞
（
平
軽
）
・
思

（
平
蛭
）
」
な
ど
を
含
み
、
二
拍
分
の
長
さ
で
発
音
さ
れ
る
も
の
に
平
声
軽
が
残
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
次
の
例
は
、
「
チ
イ
」
に
は
平
声
軽
、

「
チ
」
に
は
平
声
重
の
加
点
が
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

チ

イ

　

　

テ

ウ

　

セ

ム

榔
序
博
超
（
平
）
髭
（
平
濁
）
参
（
平
密
）
（
1
5
旬
日
）

チ

　

カ

ン

　

　

　

　

ホ

榔
ほ
聾
（
去
）
吐
（
上
）
晴
（
上
）
　
　
（
5
8
2
旬
日
）

先
に
掲
げ
た
音
節
数
別
の
表
の
う
ち
、
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
経
部
一
二
五
三
～
三
五
七
年
点
で
も
、
平
声
軽
に
二
音
節
字
が
少

な
か
っ
た
　
（
表
一
参
照
）
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
中
国
中
古
音
で
同
じ
く
平
声
の
同
二
戸
母
字
で
あ
っ
て
も
、
日
本
漢
音
と
し
て
の
受
容
が
二
音
節
か
二
音
節
か
に



よ
っ
て
、
平
声
軽
と
し
て
残
る
か
ど
う
か
が
大
き
く
左
右
さ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
漢
音
に
お
い
て
も
、
院
政
期
以
降
、
平
声
軽
と
い
う
下
降
調
は
、
二
音
節
の
方
が
一
音
節
に
比
べ
て
実
現
し
や
す
か
っ
た
こ
と

を
反
．
映
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

古
音
を
伝
承
し
ょ
う
と
し
た
漢
音
は
、
す
ぐ
に
は
二
音
節
の
平
声
軽
を
消
さ
な
か
っ
た
が
、
呉
音
に
は
元
よ
り
無
く
、
和
語
に
も
既
に
無

い
平
声
軽
の
音
節
（
音
節
内
下
降
調
）
を
と
ど
め
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
総
数
を
減
ら
し
た
平
声
軽
は
、
南
北
朝
期
以
後
次
第
に
、
調
値
が
理
解
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で

は
な

そ
し
て
、
二
音
節
字
の
平
声
軽
も
、
平
声
の
な
か
で
多
数
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
平
声
重
（
低
平
調
）
に
統
合
さ
れ
た
も
の
と
い
だ

遠
心
」
わ
れ
ろ
う
か
（26）
仕
る
。

b
．
入
声
軽
の
場
合

入
声
の
軽
重
の
区
別
は
、
和
語
・
呉
音
に
本
来
無
く
、
そ
の
伝
承
が
当
初
か
ら
困
難
で
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
平
声
軽
よ

り
も
は
や
く
重
声
と
の
区
別
を
失
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

五
、
軽
声
消
滅
後
の
四
声
体
系
と
『
虞
韻
』
声
調
・
清
濁
と
の
対
応
関
係

六
声
体
系
か
ら
変
わ
っ
た
四
声
体
系
は
、
軽
声
が
消
滅
し
た
以
外
に
六
声
体
系
と
の
相
違
点
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
四
声
体

系
に
な
っ
た
漢
音
声
調
の
内
容
を
知
る
た
め
に
、
『
贋
韻
』
声
調
・
清
濁
と
の
対
応
表
を
作
っ
て
み
る
。

こ
の
た
び
の
調
査
で
、
四
声
体
系
と
な
る
最
初
の
資
料
と
見
ら
れ
た
6
4
書
陵
部
蔵
『
老
子
』
の
声
点
を
整
理
す
る
と
、
次
頁
の
表
四
と
な

る
。表
四
を
見
る
と
、
『
廉
韻
』
の
声
調
・
清
濁
と
の
対
応
の
仕
方
は
、
呉
音
と
は
異
な
る
。
ま
た
、
『
廣
韻
』
の
四
声
と
完
全
に
一
致
す
る
も

の
で
も
な
い
。
上
声
全
濁
字
に
去
声
化
し
た
も
の
が
あ
る
、
日
本
漢
音
の
声
調
体
系
で
あ
る
。
た
だ
、
軽
声
が
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（27）

こ
の
状
態
は
、
室
町
時
代
末
期
の
清
原
宣
賢
の
加
点
資
料
に
至
っ
て
も
同
様
で
あ
る
。

日
本
漢
音
に
お
け
る
軽
声
の
消
滅
に
つ
い
て
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六
、
軽
声
点
の
消
滅
が
意
味
す
る
も
の

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
軽
声
点
が
加
点
さ
れ
な
く
な
る
直
接
の
原
因
は
、
軽
重
の
調
値
の
区
別
が
無
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
し

か
し
、
調
値
上
の
区
別
が
無
ぺ
な
っ
た
時
期
と
軽
声
点
が
無
く
な
る
時
期
と
は
一
致
し
な
い
。

先
に
、
重
声
と
の
調
値
の
統
合
は
、
入
声
軽
の
方
が
平
声
軽
よ
。
も
早
か
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
入

声
軽
点
が
平
声
軽
点
よ
。
も
早
く
消
滅
す
る
の
で
は
な
く
、
入
声
軽
点
と
平
声
軽
点
と
は
、
同
時
に
無
く
な
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
平

声
・
入
声
に
軽
重
を
区
別
す
る
六
声
体
系
か
ら
、
平
声
に
の
み
軽
重
を
区
別
す
る
五
声
体
系
を
経
て
、
四
声
体
系
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、

六
声
体
系
か
ら
四
声
体
系
に
一
度
に
移
行
し
て
い
る
（
後
掲
「
一
覧
表
」
参
照
）
。

ま
た
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
は
、
平
声
・
入
声
の
軽
重
の
調
値
の
区
別
は
無
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
、
平
声
軽
点
・
入
声
軽
点

は
、
南
北
朝
期
に
入
っ
て
も
し
ば
ら
く
は
加
点
し
続
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
南
北
朝
期
の
半
ば
に
至
っ
て
、
両
点
と
も
に
消
滅
す
る
。

よ
っ
て
、
南
北
朝
期
に
入
っ
て
か
ら
は
、
調
値
上
区
別
が
で
き
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
軽
点
を
加
点
し
続
け
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、

伝
統
の
訓
説
の
形
を
守
ろ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

調
値
上
区
別
が
無
く
な
っ
て
も
な
お
軽
点
を
加
点
し
続
け
た
理
由
が
、
伝
統
を
守
っ
た
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
軽
点
の
消
滅
は
、
そ
の
伝

（28）

承
の
途
絶
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

七
、
む
　
す
　
び

以
上
、
本
稿
の
考
察
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1
・
軽
声
の
加
点
が
見
ら
れ
な
く
な
る
時
期
は
、
漢
籍
に
お
い
て
は
、
南
北
朝
時
代
の
後
半
か
ら
で
あ
る
。

2
・
入
声
軽
の
調
値
（
高
平
調
大
破
音
）
は
変
わ
ら
ず
、
平
声
軽
は
か
つ
て
の
平
声
重
（
低
平
調
）
の
調
値
と
な
っ
た
。

日
本
漢
音
に
お
け
る
軽
声
の
消
滅
に
つ
い
て

一
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

3
．
入
声
軽
は
、
入
声
重
と
の
区
別
の
困
難
さ
故
に
、
入
声
重
と
一
つ
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

4
．
平
声
軽
の
一
音
節
字
は
、
長
音
の
音
韻
的
独
立
に
よ
っ
て
下
降
調
を
保
ち
得
ず
、
平
声
重
（
低
平
調
）
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

5
．
平
声
軽
の
二
音
節
字
は
、
平
声
軽
字
の
減
少
に
伴
い
平
声
軽
の
調
値
（
平
声
軽
点
の
意
味
）
が
理
解
で
き
な
く
な
っ
た
結
果
、
平
声

重
　
（
低
平
調
）
　
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

6
．
そ
の
結
果
で
き
た
四
声
体
系
は
、
上
声
全
濁
字
の
去
声
化
を
反
映
す
る
日
本
漢
音
声
調
で
あ
っ
た
。

は
じ
め
に
設
定
し
た
問
題
に
つ
い
て
の
考
察
は
以
上
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
次
の
点
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

7
．
漢
音
で
は
、
一
音
節
去
声
の
上
声
化
は
見
ら
れ
な
い
。

8
．
南
北
朝
期
の
後
半
に
は
、
漢
籍
に
お
け
る
漢
音
声
調
の
伝
承
の
力
が
弱
ま
っ
て
い
た
。

付
、
声
点
加
点
の
衰
退

日
本
に
残
存
す
る
漢
音
資
料
を
見
る
と
、
比
較
的
古
い
も
の
に
は
必
ず
声
点
が
加
点
さ
れ
て
お
り
、
漢
音
の
学
習
は
声
調
学
習
を
常
に
伴

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
に
入
っ
て
も
、
「
一
覧
表
」
に
挙
げ
た
漢
籍
訓
点
資
料
を
見
る
限
り
は
、
原
則
と
し
て
声
点
が

（29）

見
ら
れ
、
そ
の
伝
統
が
守
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
一
覧
表
」
に
よ
る
と
、
室
町
時
代
に
入
る
と
声
点
が
ま
っ
た
く
加
点
さ
れ
な
い
資
料
が
出
て
く
る
。
こ
れ
は
、
漢
音
声
調
の

学
習
が
、
漢
音
学
習
に
と
っ
て
必
須
の
も
の
で
な
く
な
っ
た
こ
と
の
反
映
で
あ
ろ
う
。

声
点
加
点
が
見
ら
れ
な
い
資
料
は
、
具
体
的
に
は
、
次
の
も
の
で
あ
る
。

資
料
番
号
7
5
書
陵
部
蔵
『
文
選
』
。
こ
れ
は
、
紀
伝
点
（
藤
原
式
家
）
に
よ
る
加
点
で
あ
る
。

資

料

番

号

8

1

・

8

2

・

8

8

・

9

5

・

9

7

・

9

8

・

9

9

・

1

0

4

・

1

0

5

・

1

1

0

・

1

1

2

・

1

1

5

・

1

1

8

・

1

1

9

・

1

2

0

・

1

2

2

・

1

2

3

・

1

2

4

・

1

2

5

は

、

い

ず

れ

も

ヲ

コ

ト

点

を

使
用
せ
ず
、
い
わ
ゆ
る
仮
名
点
に
よ
る
加
点
資
料
で
あ
る
。
ヲ
コ
ト
点
を
継
承
し
な
い
資
料
か
ら
声
点
も
消
え
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。



ま
た
、
資
料
番
号
9
5
～
9
9
は
、
清
原
宣
賢
の
加
点
資
料
で
は
あ
る
が
、
ヲ
コ
ト
点
を
使
用
し
な
い
も
の
が
あ
り
、
声
点
加
点
が
見
ら
れ
な

い
。
こ
れ
ら
は
、
≡
略
講
義
』
『
胡
曽
詩
』
『
司
馬
法
』
『
易
学
啓
蒙
通
釈
』
『
胡
曽
詠
詩
注
』
と
い
っ
た
漢
籍
で
あ
り
、
頼
業
以
来
清
原
家
が

訓
説
を
伝
え
て
き
た
経
子
吉
で
は
な
い
。
当
時
の
碩
学
宣
賢
を
も
っ
て
し
て
も
、
声
点
を
加
点
し
た
書
は
限
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
至
っ
て
、
漢
音
声
調
は
、
伝
統
の
訓
説
を
保
守
し
ょ
う
と
し
た
場
合
以
外
は
必
要
で
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の

で
あ （30）
る
。

注
（
l
）
　
沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
第
二
部
第
四
章
第
三
節
「
漢
音
に
於
る
六
声
体
系
」
参
照
。

（
2
）
　
粕
谷
嘉
弘
「
図
書
寮
本
文
鏡
秘
府
論
の
字
音
声
点
」
（
「
国
語
学
」
第
六
一
韓
、
一
九
六
五
年
六
月
）
、
佐
々
木
勇
「
日
本
漢
音
の
軽
声
減
少
に
つ

い
て
－
漢
音
の
国
語
化
の
一
側
面
－
」
（
「
国
語
国
文
」
第
六
四
巻
第
十
号
、
一
九
九
五
年
十
月
）
参
照
。

（
3
）
　
佐
々
木
勇
「
『
蒙
求
』
に
お
け
る
日
本
漢
音
声
調
の
伝
承
と
衰
退
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
九
十
九
韓
、
一
九
九
七
年
三
月
）
参
照
。

（
4
）
　
仏
典
に
関
し
て
は
、
声
明
の
節
博
士
の
分
析
か
ら
、
平
声
・
入
声
に
軽
重
を
区
別
す
る
六
声
体
系
が
今
に
伝
わ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

（
頼
惟
勒
「
漢
音
の
声
明
と
そ
の
声
調
」
（
「
言
語
研
究
」
第
十
七
・
十
八
合
刊
号
、
一
九
五
一
年
三
月
）
）
。
た
だ
し
、
入
声
の
軽
重
の
区
別
は
判
然

と
し
な
い
声
明
も
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
音
は
、
厳
密
に
は
「
新
漢
音
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
多
く
の
資
料
の
分
析
が
課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

（
5
）
　
調
査
の
欄
で
複
製
と
し
た
も
の
の
内
、
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
資
料
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
も
の
に
基
づ
く
。
資
料
番
号
3
・
u
・
循
∵
8
3
は
広
島
大

学
文
学
部
蔵
の
紙
焼
写
真
。
1
7
・
1
8
・
3
3
・
4
3
・
5
6
は
斯
道
文
庫
蔵
紙
焼
写
真
。
3
0
は
小
林
芳
規
先
生
蔵
紙
焼
写
真
。
ま
た
、
論
文
と
は
、
次
の
も

の
で
あ
る
。
『
古
文
孝
経
』
は
、
阿
部
隆
一
「
古
文
孝
経
旧
抄
本
の
研
究
（
資
料
篇
）
」
（
「
斯
道
文
庫
論
集
」
第
六
韓
、
一
九
六
八
年
三
月
）
。
資
料

番
号
4
は
小
林
芳
規
「
醍
醐
寺
蔵
論
語
巻
第
七
文
永
五
年
鮎
」
（
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
「
研
究
紀
要
」
第
二
号
、
一
九
七
九
年
）
。
2
9
は
小
林
芳
規

「
仁
和
寺
蔵
秦
中
吟
延
慶
二
年
書
写
加
点
本
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
四
十
一
韓
、
一
九
七
〇
年
六
月
）
で
あ
る
。
声
調
体
系
の
欄
の
×
は
、

声
点
が
加
点
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
。

（
6
）
　
な
お
、
「
一
覧
表
」
の
中
で
、
五
声
と
し
た
も
の
が
あ
る
。
資
料
番
号
1
0
・
1
8
・
3
4
・
3
5
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
ず
れ
も
声
点
の
加
点
が
粗
で
あ

っ
て
、
平
声
軽
ま
た
は
入
声
軽
が
見
出
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
両
方
の
軽
声
が
無
く
、
四
声
と
し
た
も
の
も
あ
る
。
番
号
4
3
『
文
選
』
で
あ

日
本
漢
音
に
お
け
る
軽
声
の
消
滅
に
つ
い
て



鎌
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究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二

る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
藤
原
家
の
訓
点
を
伝
え
る
資
料
で
あ
る
。
も
し
、
藤
原
家
の
訓
点
で
あ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
藤
原
家
訓

は
、
菅
原
家
訓
な
ど
と
比
べ
て
和
文
的
で
あ
る
と
い
う
指
摘
（
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漠
若
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
）
と
関
係
が

有
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
度
は
、
写
真
複
製
に
よ
る
調
査
で
も
あ
り
、
資
料
数
が
少
な
い
た
め
不
明
の
点
が
多
い
。
さ
ら
に
、
多
く
の
藤
原
家
訓

点
本
を
調
査
し
た
い
。

（
7
）
　
1
国
立
国
会
回
書
館
蔵
一
四
〇
〇
年
頃
点
ま
で
六
声
が
見
ら
れ
、
訓
点
資
料
の
場
合
と
比
べ
て
遅
く
ま
で
軽
声
が
加
点
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
し
か
し
、
f
を
一
四
〇
〇
年
頃
点
と
し
た
の
は
、
e
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
版
の
後
印
本
で
あ
る
と
い
う
根
拠
に
よ

る
荒
い
推
定
で
あ
っ
た
。
こ
の
度
の
調
査
に
よ
っ
て
、
f
点
は
、
応
安
七
年
（
一
三
七
四
）
に
よ
り
近
い
時
期
の
加
点
と
考
え
る
方
が
良
さ
そ
う
で

あ
る
。

（
8
）
　
同
様
の
指
摘
に
は
、
他
に
石
塚
暗
通
「
小
川
広
巳
氏
蔵
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
孔
雀
経
単
字
解
題
」
　
（
『
古
辞
書
音
義
集
成
1
7
』
（
汲
古
書
院
、
一
九

八
三
年
）
所
収
。
）
　
な
ど
が
あ
る
。

（
9
）
　
注
（
4
）
頼
論
文
、
金
田
一
春
彦
「
日
本
四
声
古
義
」
　
（
『
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
論
著
』
八
一
九
五
一
年
十
二
月
、
法
政
大
学
出
版
局
）
所
収
）
参
照
。

（
1
0
）
　
注
（
3
）
佐
々
木
論
文
、
参
照
。

（
1
1
）
　
沼
本
克
明
「
高
山
寺
蔵
埋
趣
経
鎌
倉
期
点
」
　
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
六
碑
、
一
九
八
三
年
五
月
）
参
照
。

（
1
2
）
　
東
洋
文
庫
蔵
『
蒙
求
』
鎌
倉
後
期
点
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
佐
々
木
勇
「
日
本
漢
音
に
於
け
る
声
調
変
化
－
岩
崎
本
『
蒙
求
k
を
中
心
に
－
」
　
（
「
新
大

国
語
」
第
十
四
号
、
一
九
八
八
年
三
月
）
、
参
照
。

（
1
3
）
　
注
（
2
）
柏
谷
論
文
に
指
摘
あ
り
。

（
1
4
）
　
注
（
1
）
沼
本
著
書
、
四
九
頁
。

（
1
5
）
　
佐
々
木
勇
「
十
一
～
十
三
世
紀
に
お
け
る
法
相
宗
の
漢
音
」
　
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
八
韓
、
一
九
九
五
年
八
月
）
、
同
注
（
2
）
論
文
、
同
「
清

原
宣
賢
の
漢
音
声
調
－
十
六
世
紀
前
半
の
実
態
把
捉
の
た
め
に
ー
」
　
（
「
国
文
学
致
」
第
一
五
四
号
、
一
九
九
七
年
六
月
）
、
お
よ
び
本
稿
の
表
四
、
参
照
。

（
1
6
）
　
沼
本
克
明
『
日
本
漢
字
音
の
歴
史
』
　
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
八
六
年
）
　
二
六
二
貢
、
佐
々
木
勇
「
呉
音
二
音
節
去
声
字
の
上
声
化
の
過
程
」
（
「
鎌

倉
時
代
語
研
究
」
第
十
韓
、
一
九
八
七
年
五
月
）
参
照
。

（
1
7
）
　
こ
の
表
は
、
注
（
2
）
佐
々
木
論
文
に
掲
げ
て
い
る
。
以
下
の
音
節
数
の
認
定
方
法
も
こ
の
論
文
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。



（
1
8
）
　
た
だ
し
、
金
沢
文
庫
本
『
群
書
治
要
』
所
収
『
毛
詩
』
と
同
一
本
文
を
持
つ
部
分
の
用
例
数
で
あ
る
。
『
廣
韻
』
声
調
・
清
濁
と
の
対
応
表
は
、

佐
々
木
勇
「
清
原
宣
賢
の
漢
音
声
調
－
十
六
世
紀
前
半
の
実
態
把
握
の
た
め
に
1
（
「
国
文
学
致
」
第
二
五
四
号
、
∵
九
九
七
年
六
月
）
に
掲
げ
た
。

（
1
9
）
　
『
蒙
求
』
諸
本
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、
『
蒙
求
』
の
中
に
は
、
例
外
的
に
、
こ
の
変
化
を
反
映
す
る
資
料
が
あ
る
（
注
（
望
佐
々
木
払
買

参
照
）
。

（
2
0
）
　
小
松
英
雄
百
本
声
調
史
論
考
』
（
風
間
書
房
、
一
九
七
一
年
）
第
H
部
第
5
章
、
参
照
。

（
型
　
注
（
1
）
沼
本
著
書
、
参
照
。

（
竺
　
漢
音
の
平
声
軽
が
、
和
語
と
比
べ
て
遅
く
ま
で
残
る
の
は
、
次
項
に
見
る
よ
う
に
、
二
音
節
字
を
持
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。

（
鬱
作
詩
の
折
、
平
灰
を
知
る
た
め
の
字
書
『
平
他
芋
類
抄
』
が
鎌
倉
時
代
に
編
ま
れ
、
室
町
時
代
に
な
る
と
そ
れ
を
簡
略
に
し
た
『
伊
呂
波
字
平
宅
』

『
色
葉
文
字
』
『
新
韻
集
』
が
世
に
出
て
い
る
。

（
2
4
）
　
注
（
2
0
）
に
同
じ
。

（
警
　
注
（
埜
沼
本
著
書
二
六
五
頁
、
参
照
。

（
墾
平
声
軽
と
同
じ
く
曲
調
音
節
で
あ
る
去
声
音
節
（
「
音
節
去
声
）
が
漢
音
に
お
い
て
後
ま
で
残
っ
た
理
由
は
、
先
に
考
え
た
と
お
。
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
去
声
音
節
が
曲
調
を
避
け
よ
う
と
す
る
と
、
和
語
・
呉
音
と
同
じ
く
上
声
に
変
化
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
去
声
か
ら
上
声

に
な
る
と
、
別
の
声
調
の
所
属
に
変
わ
る
。
こ
の
こ
と
が
避
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
二
音
節
平
声
軽
が
上
声
に
な
ら
ず
、
平
声
重
に
な
っ
た
と

き
に
働
い
た
の
と
同
じ
力
、
す
な
わ
ち
、
〈
四
声
〉
の
う
ち
、
本
来
ど
こ
に
属
す
る
の
か
と
い
う
規
範
力
が
一
音
節
去
声
字
の
上
声
化
を
妨
げ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
7
）
　
注
（
1
8
）
佐
々
木
論
文
、
参
照
。

（
雷
）
l
菅
料
番
号
m
『
論
語
集
解
』
三
七
一
年
写
本
に
は
、
巻
末
に
点
図
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
声
点
の
壷
に
は
、
軽
声
点
も
記
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
平
声
窯
は
、
平
声
点
よ
。
も
上
声
点
に
近
く
、
入
声
軽
点
は
、
入
声
と
去
声
と
の
中
間
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
軽
声
を
理
解
し
て

書
か
れ
た
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
。
事
実
、
こ
の
資
料
の
実
際
の
加
点
に
は
、
軽
点
は
二
切
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
後
も
、
点
図
集
に
は
、
広
島
大
学

蔵
『
誓
訳
点
』
享
保
十
二
年
（
妄
一
六
）
写
本
な
ど
、
軽
声
を
掲
げ
る
も
の
が
あ
る
が
、
形
式
的
な
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
和
語
の

平
声
軽
は
、
京
都
方
言
な
ど
に
は
一
部
の
語
に
残
っ
て
お
り
、
完
全
に
は
消
滅
し
て
い
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
漢
音
の
平
声
軽
は
、
完
全
に
消
滅

日
本
漢
音
に
お
け
る
軽
声
の
消
滅
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

す
る
。
体
系
の
一
つ
の
位
置
を
失
う
の
で
あ
る
。

同
じ
く
南
北
朝
期
に
、
漢
音
の
特
殊
性
が
失
わ
れ
る
徴
候
が
見
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
詳
韻
舌
歯
音
字
の
仮
名
道
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
沼
本
克

明
「
賛
摂
合
転
舌
歯
音
字
の
仮
名
道
に
つ
い
て
」
（
「
信
州
大
学
人
文
科
学
論
集
」
第
十
四
号
、
一
九
八
〇
年
三
月
）
）
。

（
讐
　
鎌
倉
時
代
後
期
に
声
点
加
点
が
見
ら
れ
な
い
資
料
と
し
て
2
5
『
尚
書
正
義
』
一
三
〇
三
年
点
が
あ
る
が
、
本
資
料
の
訓
点
は
星
点
の
み
で
あ
り
、

こ
の
期
の
訓
点
本
と
し
て
特
異
な
も
の
で
あ
る
。

（
3
0
）
　
注
（
1
8
）
佐
々
木
論
文
、
参
照
。

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
平
成
九
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
で
の
発
表
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、
小
林
芳
嬰
沼
本
克
明
両

先
生
よ
り
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
後
半
部
分
を
改
稿
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
記
し
て
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

別
表
一
覧
表

一二三四五六七＼ノ九】】 番
号○ー

三三三三三鎌鎌鎌三三三 ［＝＝
力
彗六
〇

宍宍宍倉倉倉憲実窯 占
‾～中中中 …年
三三期期期三 代
五六七
七九六

書書書醍東書吉武書書三 所
陵陵陵醐洋陵陵田陵陵千 蔵
部部部寺文部郡長部部院

庫兵
衛

群
書
治
要

経
部

群
書
治
要

子
部

春
秋
経
博
集
解

論
語

巻
七

論
語

巻
八

群
書
治
要

魂
志

群
書
治
要

後
漢
書

古
文
孝
経

群
書
治
要

漢
書

群
書
治
要

史
記

古
文
孝
経

書
名

六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
五
声
六
声

士声
調
体
系

清
原
教

清
原
教

藤
原
直

中
原
師

中
原
師

（不
明
）

北
候
実

清
原
某

北
條
実

（不
明
）

金
王
麿

加
点
者

隆隆隆秀秀時時
’俊

隆

清
原
藤
原
明
経
古
紀
古
紀
藤
原
藤
原
清
原
藤
原
藤
原
紀
伝

訓
点

家家点伝伝俊俊家茂茂点 の
系
統

点’清
原

点点園
点
圏
点

点範
点
範
点
’清
原

家
点

家
点

複
製
複
製
複
製
複
製
複
製
複
製
複
製
複
製
複
製
複
製
複
製

調
査



ニ三四五六セ＼／九己二一
二

一
三

遠云ニ
ハ

石天元ニ
〇

三三
一
芸表芸三

大

一
二
雲

三
叉
三
完
一
天
二

一
二
孟

一
天
九

三
八
九

一
二
空

三
塁
一
一
一
九
小

三
〇
〇

一
看
二

二
看
二

二
萱
一
l
l
二

一
二
看
四

二
萱
一
一

一
一
一
一
口
大

二
看
八

一
一
一
一
〇
九

三
三
～
三
一
四

一
一
一
一
一
E

鎌
倉
後
期

鎌
倉
後
期

鎌
倉
後
期

鎌
倉
後
期

一
一
一
一
一
一
． 書

陵
部

署
陵
部

阿
部
家
旧
蔵

猿
投
神
社

金
沢
文
庫

天
理
図
書
館

東
山
御
文
庫

天
理
図
書
館

大
東
急
記
念
文
庫

書
陵
部

正
宗
敦
夫
文
庫

猿
投
神
社

天
理
図
書
館

書
陵
部

高
山
寺

書
陵
部

東
洋
文
庫

仁
和
寺

神
宮
徴
古
館

東
洋
文
庫

大
念
仏
寺

斯
道
文
庫

書
陵
部

書
陵
部

書
陵
部

貞
観
政
要
巻
一

春
秋
経
博
集
解

古
文
孝
経

文
選
弘
決
外
典
抄

白
氏
文
集

文
選
巻
第
二
九

白
氏
文
集

古
文
孝
経

古
文
孝
経

長
恨
歌

文
選
古
文
孝
経

尚
書
正
義

論
語
巻
四
・
八

群
書
治
要
普
書

古
文
孝
経

秦
中
吟

古
文
尚
書

論
語
毛
詩
古
文
孝
経

群
書
治
要
萄
志

群
書
治
要
呉
志

古
文
孝
経

六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
五
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声

×六
声
六
声
六
声
六
声
四
声
か

六
声
六
声
六
声
五
声
五
声
六
声

容
讃
清
原
俊
隆

清
原
良
枝

（不明）

仏
師
囲
種

厳
祐
藤
原
長
英
か

長
福
寺
僧

（不明）

清
原
教
有

六
条
有
房

（不明）

清
原
某

仏
師
園
種

了
尊
北
条
貞
顕

（不明）

阿
閣
梨
祐
恵

清
原
長
隆

（不明）

（不明）

（不明）

清
原
隆
重

清
原
隆
重

清
原
良
枝

紀
伝
点

明
経
点

清
原
家
点

紀
伝
点

仮
名
点

仮
名
点

紀
伝
点

清
原
家
点

清
原
家
点

清
原
家
点

古
紀
伝
点

紀
伝
点

清
原
家
点

第
五
群
点

中
原
家
点

藤
原
俊
園
・
経
雄
点

清
原
家
点

藤
原
家
・
菅
原
家
点

清
原
家
点

清
原
家
点

紀
伝
点

清
原
家
点

藤
原
俊
囲
点

藤
原
俊
園
点

清
原
家
点

複
製
複
製
複
製

複
製
複
製
複
製
論
文

複
製
複
製
論
文
複
製
複
製
複
製

論
文
複
製

複
製
複
製
複
製
複
製

日
本
漢
音
に
お
け
る
軽
声
の
消
滅
に
つ
い
て



一
一
一
い
．天三

九
四
〇

四
一

四
二
望四

四
四
五
実害四

八
冤五
〇
空き重吉豊実悪天莞六

〇
六
一

鎌
　
倉

時
　
代
　
語
　
研
　
究

三
三

一
一
一
一
一
一
五

二
三
七
二
三
天

亘
昌
一三一一五
三
二
看
二
三
二
頃

三
妻

鎌

倉

末

期

二
芸
七
三
讐
三
四
四

一
一
一
一
m
史
．

二
品
七
二
喜
一
三
雲

二
重
ニ

二
豆
四

二
三
ハ
三
宍
一
美
二
二芸一一
二
完
五
三
至
言
宍

天
理
図
書
館

書
陵
部

害
陵
部

書
陵
部

東
洋
文
庫

天
理
図
書
館

東
山
御
文
庫

穂
久
適
文
庫

京
都
大
学
図
書
館

大
東
急
記
念
文
庫

大
東
急
記
念
文
庫

醍
醐
寺

（
模
刻
本
）

東
洋
文
庫

猿
投
神
社

猿
投
神
社

其
福
寺

天
理
図
書
館

京
都
大
学
図
書
館

賀
茂
別
雷
神
社

猿
投
神
社

猿
投
神
社

猿
投
神
社

猿
投
神
社

慶
応
大
学
図
書
館

古
文
尚
書

新
楽
府

論
語
集
解

古
文
孝
経

古
文
尚
書

文
選
文
選
五
行
大
義

古
文
孝
経

論
語
巻
一
～
六

論
語
巻
七
～
十

遊
仙
窟

論
語
集
解

論
語
白
氏
文
祭

日
氏
文
集

遊
仙
窟

古
文
尚
書

古
文
孝
経

古
文
孝
経

論
語
巻
三
・
七
・
十

自
民
文
集

自
民
文
集

白
氏
文
集

帝
範

六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
四
声
か

六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声
六
声

藤
原
長
頼

済
民
禅
澄
艮
賢

藤
原
師
英

僧
智
囲
相
伝

清
原
某

清
原
頼
元

清
原
良
兼

宗
算
深
尊
藤
原
宗
重

沙
門
浄
盛

千
若
丸

賢
智
喜
久
寿
丸

清
原
教
氏

実
祐
甚
海
澄
豪
等

澄
豪
永
範
書
写

良
賢

中
原
家
点

紀
伝
点

清
原
家
点

清
原
家
点

明
経
点

紀
伝
点

紀
伝
点

古
紀
伝
点

清
原
家
点

清
原
家
点

清
原
家
点

紀
伝
点

清
原
家
点

明
経
点

紀
伝
点

紀
伝
点

紀
伝
点

紀
伝
点

清
原
家
点

博
士
家
点

明
経
点

紀
伝
点

紀
伝
点

紀
伝
点

紀
伝
点

複
製

複
製
複
製
複
製
複
製

複
製
複
製
複
製
複
製

複
製
複
製
複
製
複
製

複
製
複
製
複
製
複
製
複
製



六
二

一へ三六
四
登美雲宍荒苫空し．．雲七

四
豊実竃宍完八

〇
八
一
〕会八

四
八
五

八
六

一
三
雲

一
．
∴
へ
一

∵
へ
h
へ

三八九
三
九
〇
頃

南
北
朝
期

南
北
朝
期

南
北
朝
期

南
北
朝
期

室
町
初
期

室
町
初
期

室
町
初
期

一
四
一
一
六

一
四
云
一
望
六
．ml呈

一
四
九
一
一

．票」．
苗
九
四
一
四
票

一書一一．

一
竺
？
一
至
一

一
至
〇
一
五
三
二
至
三

一
至
三

梅
沢
記
念
館

書
陵
部

書
陵
部

陽
明
文
庫

斯
道
文
庫

東
洋
文
庫

高
山
寺

猿
投
神
社

東
洋
文
庫

静
嘉
堂
文
庫

斯
道
文
庫

内
閣
文
庫

斯
道
文
庫

書
陵
部

書
陵
部

斯
道
文
庫

穂
久
適
文
庫

尊
経
閣
文
庫

東
洋
文
庫

東
京
大
学
総
合
図
書
館

東
京
大
学
総
合
図
書
館

書
陵
部

京
都
大
学
図
書
館

大
東
急
記
念
文
庫

成
筆
堂
文
庫

老
子
道
徳
経

孟
子
老
子
道
徳
経

遊
仙
窟

老
子
道
徳
経

自
氏
文
集

荘
子
　
乙
巻

帝
範
・
臣
軌

中
庸
古
文
尚
書

孟
子
周
易
注
疏

論
語
文
選
古
文
孝
経

古
文
孝
経

古
文
孝
経

古
文
孝
経

論
語
論
語
論
語
集
解

史
記
古
文
孝
経

毛
詩
尚
書

六
声
六
声
四
声
四
声
四
声
六
声
六
声
六
声
四
声
四
声
四
声
四
声
四
声

×四
声
四
声
四
声
四
声
四
声

××四
声
四
声
四
声
四
声

桑
門
（
花
押
）

（不明）

慶
秀
囲
賀
（不明）

（不明）

（不明）

（不明）

（不明）

（不明）

（不明）

（不明）

青
華
道
人

重
志
・
鼎
志
・
鼎
子

（不明）

（不明）

奇
山
正
勲

藤
原
親
長

三
条
西
実
隆

春
満
宗
鷹
禅
師

主
水
正
章
政

三
条
西
公
條

右
少
将
（
花
押
）

清
原
宣
賢

清
原
宣
賢

中
原
家
点

紀
伝
点

清
原
家
点

紀
伝
点

仮
名
点

紀
伝
点

古
紀
伝
点

紀
伝
点

明
経
点
・
中
原
家
点

清
原
家
点

紀
伝
点
・
明
経
点

明
経
点

清
原
家
点

紀
伝
点

紀
伝
点

博
士
家
点

博
士
家
蔦

明
腰
顎

古
紀
伝
点

仮
名
点

仮
名
点

清
原
家
点

藤
原
英
房
点

清
原
家
点

清
原
家
点

清
原
家
点

複
製

複
製

日
本
漢
音
に
お
け
る
軽
声
の
消
滅
に
つ
い
て

二
七



八
セ

＼
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／
／八
九

九
〇
九
一

九
二

九
三

九
四

九
五
九
六

九
七

九
八

九
九
一〇〇

岩
一

岩
二

萱
工
一〇四

一〇五
一〇六
岩
七

岩
八

岩
九

二
〇

二
一

鎌
　
倉
　
時

三
品
一
五
三

這
一
貫

一
望
一
㌧
妄
九
妄
一
〇
妄
一
一
～
一
書
云

室
町
末
期

室
町
末
期

室
町
末
期

室
町
末
期

室
町
末
期

室
町
末
期

室
町
末
期

室
町
末
期

室
町
末
期

室
町
末
期

室
町
末
期

妄
孟
義
兵
亘
毒
三四九
一五至
芸
書
芸
吾

代
　
語
　
研
　
究

京
都
大
学
図
書
館

東
洋
文
庫

京
都
大
学
図
書
館

京
都
大
学
図
書
館

書
陵
部

書
陵
部

静
嘉
堂
文
庫

静
嘉
堂
文
庫

京
都
大
学
図
書
館

京
都
大
学
図
書
館

京
都
大
学
図
書
館

京
都
大
学
図
書
館

京
都
大
学
図
書
館

書
陵
部

京
都
大
学
図
書
館

京
都
大
学
図
書
館

大
東
急
記
念
文
庫

東
洋
文
庫

内
閣
文
庫

天
理
図
書
館

天
理
図
書
館

斯
道
文
庫

東
洋
文
庫

東
洋
文
庫

仁
和
寺

大
学
論
語
春
秋
経
博
集
解

孟
子
祀
記
春
秋
経
侍
集
解

毛
詩
春
秋
経
侍
集
解

三
略
講
義

胡
曽
詩

司
馬
法

易
学
啓
蒙
通
釈

胡
曽
詠
史
詩
注

大
学
論
語
中
庸
古
文
孝
経

孝
経
直
解

春
秋
経
侍
集
解

古
文
孝
経

古
文
孝
経

論
語
論
語
論
語
古
文
孝
経

四
声

×四
声
四
声
四
声
四
声
四
声
四
声

×××××四
声

××四
声

××四
声
六
声
四
声
四
声

×四
声

清
原
宣
賢

清
原
宣
賢

清
原
宣
賢

清
原
宣
賢

清
原
宣
賢

清
原
宣
賢

清
原
宣
賢

清
原
宣
賢

清
原
宣
賢

清
原
宣
賢

清
原
宣
賢

（不明）

（不明）

（不明）

（不明）

（不明）

（不明）

清
原
宣
賢

清
原
枝
賢

沙
禰
道
恵

清
原
枝
賢

清
原
陶
氏

仁
和
寺
沙
門

清
原
家
点

仮
名
点

清
原
家
点

清
原
家
点

清
原
家
点

清
原
家
点

清
原
家
点

清
原
家
点

仮
名
点

清
原
家
点

仮
名
点

仮
名
点

仮
名
点

清
原
家
点

清
原
家
点

清
原
家
点

清
原
家
点

仮
名
点

仮
名
点

清
原
家
点

清
原
家
点

博
士
家
点

清
原
家
点

仮
名
点

菅
原
長
雅
点

二
八

論
文



一
二

三品一
五

二
ハ

一
七

天元ニ
〇

三三
一

一
一
一
一
l

二
四
蓋二
六
毒天元三

〇
≡

東
洋
文
庫

東
洋
文
庫

京
都
大
学
図
書
館

東
洋
文
庫

東
洋
文
庫

京
都
大
学
図
書
館

東
洋
文
庫

東
洋
文
庫

東
洋
文
庫

大
東
急
記
念
文
庫

東
洋
文
庫

東
洋
文
庫

東
京
大
学
総
合
図
書
館

内
閣
文
庫

書
陵
部

東
洋
文
庫

神
宮
文
庫

鈴
鹿
三
七

東
洋
文
庫

岩
瀬
文
庫

論
語
孟
子
論
語
集
解

錦
繍
段

論
語
論
語
孝
経
直
解

老
子
経

長
恨
歌
琵
琶
行

古
文
孝
経

古
文
真
宝

孝
経
直
解

論
語
周
易
正
義

尚
書
古
文
孝
経

古
文
孝
経

古
文
孝
経

論
語
古
文
孝
経

×四
声
四
声

×四
声
四
声

×××四
声

＼×××四
声
四
声
四
声
四
声
六
声
四
声

義
住
聖
信
富
田
梵
舜

（不明）

清
原
枝
賢

清
原
枝
賢

秀
囲
（不明）

（不明）

三
十
郎
三
慶

（不明）

（不明）

（不明）

月
軒
（不明）

（不明）

（不明）

（不明）

（不明）

（不明）

仮
名
点

清
原
家
点

清
原
家
点

仮
名
点

清
原
家
点

清
原
家
点

仮
名
点

仮
名
点

仮
名
点

清
原
家
点

仮
名
点

仮
名
点

仮
名
点

仮
名
点

清
原
家
点

清
原
家
点

清
原
家
点

清
原
家
・
中
原
家
点

博
士
家
点

博
士
家
点

日
本
漢
音
に
お
け
る
軽
声
の
消
滅
に
つ
い
て

二
九




